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電気通信大学　平成17年度シラバス

授業科目名 English C

英文授業科目名 English C

開講年度 2005年度 開講年次 １年次

開講学期 ２学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 1

科目区分 総合文化科目-言語文化科目-言語文化基礎科目Ｉ

開講学科・専攻
情報通信工学科
情報工学科
知能機械工学科

担当教官名 菅原　恵子

居室 非常勤講師

公開E-Mail 授業関連Webページ

k-sugawa@agate.plala.or.jp 　

【主題および達成目標】

リーディング力の養成には、まずリスニングから入ることが効果的である。ビデオを観て正しい英語を聞

いた後、スクリプトを読むことにより読解力の養成を図る。英文を繰り返しインプットすることが正確な

英語のアウトイット（スピーキング、作文力）へとつながるため、ビデオリスニング、リーディング、語

彙力の強化及び英語表現の学習を通じて、総合的英語力の向上を目指す。レセプションレベルの英語力だ

けでなく、プロダクションレベルの英語力の向上を図る。

【前もって履修しておくべき科目】

　

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

English A

【教科書等】

NHK BS English News Stories News Watch 4　 山崎達郎　Stella M. Yamazaki　著

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 金星堂出版
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【授業内容とその進め方】

NHK衛星第一放送の NEWS WATCH WHAT'S ON JAPAN　から採られた日本社会や近隣諸国の主な出来事

や経済、文化、科学の最近の動向などをまとめた今日的話題をテーマとしたビデオ教材を使用する。ビデ

オを数回観てまず耳による内容の理解を図る。次にディクテーションを行った後、ビデオスクリプトを読

むことで英文の正確な確認を行い、リーディング力と語彙力の養成を図る。ここで正しい英語表現を学

び、それを次の各テーマに沿ったディスカッションで使用することを目指す。それぞれのテーマに関する

各自の意見を構築し、最後に各自の独自な考えを英文に書いてまとめる。正しい英語を使用する事は大事

であるが、英語を話す時はコミュニケーションが成立すればいいと居直って、間違いを恐れずに積極的に

授業に参加することを期待する。                      

授業では、説明、質問などは日本語を用いるが、可能な範囲でなるべく英語を使う。後期は英語のessayの

書き方を学び、各テーマに沿って各自の意見をまとまった英文で表現する。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

積極的に授業に参加し、活動することが高い評価を得られる。各課毎に提出を求められる各自の意見をま

とめた作文の評価、及び授業への参加度が平常点とされ、全体の50%を占める。残り50%は期末試験の結果

による。授業の性質上毎回の出席及びessayの提出は不可欠である

【オフィスアワー：授業相談】

特に設けません。質問等は電子メ-ルで受け付けます。

【学生へのメッセージ】

授業には積極的に参加することを望みます。必ず教科書の予習をしてきてください。また、英語を使う

時、間違いを恐れないでコミュニケーションが成立することを重視してください。

【その他】

　


